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１. 受注実績（１／２） 

中期経営計画事業ドメイン 
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１. 受注実績（２／２） 

受注： 実質３,２００億円  
重点地域 開拓地域 

従来事業 

 インドネシア・肥料 
 インドネシア・アンモニア 
ボリビア・尿素ライセンス 
韓国・EOEG 
 インド・化学品製造設備 
マレーシア・ガス処理 
ベネズエラ・製油所近代化 

ナイジェリア・肥料 
米国・石油化学 
 ロシア・製油所近代化 

強化事業  ブラジル・FPSO 
 イラク・GESA 
（包括技術サービス） 

育成事業 
既存油田アセットマネジメント事業、 

水インフラ事業などへの参画を目指し、注力中 
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２．事業環境 

新興国の成長持続、新市場の出現 

エネルギーのパラダイム変化 

円安基調の影響 
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３．重点施策 

 ライセンス技術： 肥料、エチレン差別化 

 FPSO： MODECとの協業、ヤード会社による事業展開 

 LNG： 多面的アプローチで参入実現 

日系顧客： 海外進出案件、資源立地案件 

開拓地域： ロシア、北米、イラク 

資源上流分野：  GESA事業、資源開発サービス事業 

GESA: General Engineering Service Agreement、包括技術サービス 
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４．注力案件 

肥料 資源分野(Upstream) インフラ 下流分野 (Downstream) 

グループ受注目標： ３,７００ 億円 
  （一部持分法適用会社の受注も含めた合計） 

中南米 

北米 

日本 

東南アジア・豪州 

インド 

ロシア＆CIS 

中東・アフリカ 

中国 

6 



本資料に記載されている見通しや業績予想などのうち、歴史的事実でないものは現在入手可能
な情報から得た当社の経営陣の判断にもとづき作成しております。実際の業績は、当社の事業
領域を取り巻く国内および海外の経済・金融情勢等、様々な重要な要素により、これら業績見通
しとは異なる結果となりうる事をご承知おきください。 

東洋エンジニアリング株式会社 

URL http://www.toyo-eng.co.jp 

【お問い合わせ】 

〒275-0024 千葉県習志野市茜浜 2-8-1 

広報・IR室長 佐藤研司 

電話 047-454-1681 

E-mail  ir@ga.toyo-eng.co.jp 


